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ParadiseLostに お け る

eplcslrnileに 関 す る 覚 え 書

森 道 子

ParadiseLostに お けるep{csimileへ の影響や その背景 を考察 す る

場合,次 の3分 野 が考 えられる。 第 一にHomerのIliad,Odysseyと

Virgi1のAeneid,及 び 三大悲劇詩人等のギ リシァ ・-ー マの文学,第 二

にAriostoのOrlandoFuriosoとTassoのGerusalemmeLiberate

に代 表 され るイ タリアのromanticepic,第 三 に同国人SpenserのFaerie

Queeneで あ る。本稿では,こ の第一の場合 を考え る。

ここで述 べるepicsimileと はHomericsimileと もいわれる もの で,

Aに 例えられたBが,B自 身 にのみ関係があ り,Aか らは離れた世界 を低

徊 する長 い ものである。Miltonは こ のHomericsimileをParadise

Lostの 随 所に用 い て い るが,Homer,Virgilに 比 べる と少い。 そ して

Homerほ ど定型化 して しま うこと もな く,単 調 に堕 すこ ともな く,変 化

に富 んでいる。ParadiseLostに お けるepicsimileを そ の内容 によ って

大 きく分 けてみ ると次 の4つ が考えられる。

第 一にHomerす らすでに在 った伝統 を うけついで発展 さ せ た1ion,

wildboar,wolf等 のsimile,及 び,山 羊,羊,山,木 々,鳥,天 体,風,

海,波,急 流等 のsimileはHomerに は くり返 し くり返 し,わ ずかの変

化のみ を伴 って現われ る もので あ り,Virgilが うけついで さらに発 展 さ

せた ものであ る。Virgilに おい て も,simileの 中 で比 較 され るものに大 き

い変 化はみられない。lion,wildboar,wolf,eagle,bu11,馬,猟 犬 で

あ り,崖,大 木(特 にoak,pine),風,波,嵐,急 流等 であ る。 この型の

simileはMiltonに は,Homer,Virgi1に 比 べて数少 く,内 容 も伝統的

なもので な く,題 材 もかな り変 化 している。禿鷹,蛇,鳥,羊,W羊,山,
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樫 の木,風,黒 雲,稲 の穂,秋 の葉,planet等 に 関 して一つにつ き一つの

simileし か ない。有名 なBee-Simileは3人 とも3様 に独 自の もの を創 造

1

していて 美 しい。

第二 の 型のsimileと してやは りHomerに 多 い,牧 歌 的な もの,当 時

の農夫牧 夫の生活に取材 したものがあげ られ る。Miltonは 英 国の田園生
2

活や農夫 に関す る美 しい もの を,わ ずか ながら残 している。

第三にB.A.WrightがSimilesfromVoyagesofDiscoveryと 名
さ

付 けて研 究 した もので,大 き く近世へ と移 り変 ってゆ く動 因 となった地理

上の発見 や,地 動説等 に題材 を求めた ものがある。香料諸 島を 往 復 す る

fleetやcapeofHope,Galileo,Columbus等 に 関す るものであ る。 固

有名詞,特 に異国 の,そ れ も東洋 の ものが頻 出す る。

そ して第四 の型 に も固有 名詞 が頻 出す るが,ギ リシァ,-ー マの古 い神 話

伝説,又 は聖 書にみ られ るものである。 この型 のsimileは,比 較 され た

過去の人 々や事柄 の属性,及 び その挿 話に よって,前 述 の3つ の型 よ り一

層 巾が広 く,内 在 的であ り,予 言的要素 が強 い。 ここでは,こ の第四 の型

のsimileに つ い て考察 す る。

天使RaphaelはAdamとEveに 天 上 の戦 いを語 って きかせる時,次

の ように前置 き している。

     High matter thou injoin'st me,  0 prime of men, 

Sad task and hard, for how shall I relate 

To human sense th'invisible exploits 

Of warring  Spirits  ; how without remorse 

The ruin of so many glorious once 

And perfet while they stood; how last unfold 

The secrets of another world, perhaps 

Not lawful to reveal? yet for thy good
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This is dispens't, and what surmounts the reach 

Of human sense, I shall delineate so, 

By lik'ning spiritual to corporal forms, 

As may express them best, though what if Earth 

Be but the shadow of Heav'n, and things therein 

                                                                 4 Each to other like, more than on Earth is thought?

同様 の言葉で…SinとDeathが,He11とTheWorldと をつ なぐ 橋

をかけわた した ことを,XerxesがAsiaか ら攻 めてきてEuropeを 結

び,ギ リシ ァの自由をつなぎ とめて しまったこ とに喩 え るsimileの 前 置

きがされ てい る。 これを考 える と,Raphaelの 物 語全体 が一 つの犬 きな

simileで あ.り,天 上 の戦いはIliadに お ける戦 い,あ るいはAeneidに

お け る戦 いに,叉 は, .Booklに あ るsimileの 如 く,か っての伝説上,史

上の有名 な勇 ま しい戦 いに喩 えられ ているといえる。

     For never since created man, 

 Met  such imbodied force, as nam'd with these 

Could merit more than that small infantry 

Warr'd on by  Cranes  : though all the Giant brood 

Of  Phlegra with th'Heroic Race were join'd 

That fought at Thebes and Ilium, on each side 

Mixt with auxiliar  Gods  ; and what resounds 

In Fable or Romance of Uther's Son 

Begirt with British and Armoric Knights ; 

And all who since, Baptiz'd or Infidel 

Jousted in Aspramont  or. Montalban, 

 Damasco, or Marocco, or Trebisond,

■
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Or  whom Biserta sent from Afric shore 

When Charlemain with all his Peerage fell 

                  5 By Fontarabbia.

そ して それ らを超 えて美 しく怖 しく大 きな戦い であったとしている。 ま

た,詩 の主 題 も人間 の不従順 と裏切 りへ の神 の怒 りとい う今 ま で の ど の

epicの 主 題 よ りも一層heroicで あ る とい ってい る。

     On the part of Heav'n 

Anger and just rebuke, and judgment giv'n, 

                                           argument 

Not less but more Heroic than the wrath 

Of stern Achilles on his Foe pursu'd 

Thrice Fugitive about Troy  Wall  ; or rage 

Of Turnus for Lavinia disespous'd, 

Or Neptune's ire or Juno's, that so long 

                                              6 Perplex'd the Greek and Cytherea's  Son  ;

Miltonは その、epicの 題材が,天 国と地獄 と楽園という目にみえ な い

ものであるため,常 に目にみえない世界を目にみえる世界に,霊 的な世界

を肉体のある具体的な世界に還元して描 き出し,語 ろ うとしている。その

ためsimileに おいても,比 較されているものの問に単に視覚的,聴 覚的

要素 よりも,精 神的なもの,隠 されたもの,内 在的で予言的要素が強いの

である。そして,そ の要素 と最も密接に結びついているのが,古 えの伝説

上の人々,事 件等に由来 した第四の型のsimileで ある。
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例 えば,EveはPandoraよ り も一層美 しく飾 られてお り,一 層 きれい

であ る。 しか し単にPandoraの 美 しさ,あ らゆ る美 を与 えら れて いる と

い うこ とだけでな く,そ の美 しさ故 に入類 を不幸へ陥 しい れ た,人 類 の

woeの 源 とな った ことを語 っている。

What day the genial Angel to our Sire 

Brought her in naked beauty more adorn'd, 

More lovely than Pandora, whom the Gods 

Endow'd with all thir gifts, and  0 too like 

In sad event, when to the unwiser Son 

Of Japhet brought by Hermes, she ensnar'd 

Mankind with her fair looks, to be aveng'd 

On him who had stole Jove's authentic fire.

語 られていな くて も,読 者に は,そ のPandoraが も ってい た箱か ら 最

後 に出 てきた ものが希 望で あったこ とが思 い出され,Eveに も,そ の子孫

に も同様に,希 望 が,再 び楽 園 をと り戻すべ き約束 が与 えられ るこ とが予

感 され る。

夂,心 か ら罪 を悔 いて祈るAdamとEveはDeucalionとPyrrhaに

喩 えられ る。 後の2人 が多 くの子孫 を得 て栄 えた よ うにAdamとEve

も再 び,初 めの祝 福 の如 く,多 くの子,救 世主 を出すはえあ る子孫に恵 ま

れるこ とが思い起 される。

最 も美 しく,多 くの人 に愛 され る楽園につい てのsimileに お いて も,

す でに言われ ている如 く,そ の庭 の美 しさだけでな く,や がてProserpin

の よ うに,花 をつみつ ㍉Eveも 地 下 の王Satanに 誘 惑 され るで あろ う

ことを予告 している。次 のDaphneの 森 もCastaliaの 泉 も,Apolloに

求 愛 され追い まわ された2人 の ニンフの名に因んだ秘 か な聖域で ある。続
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き
くNysicianisleとMt.Amaraも,Lewisの 指 摘 の 如 く,"hiding

places"で あ り,秘 か に,こ の 上 な く貴 重 に 護 ら れ,閉 ざ さ れ て い る と い

う楽 園 のimageを 浮 彫 り に す る の に 役 立 っ て い る。

    Not that fair field 

Of Enna, where Proserpin gath'ring flow'rs 

Herself a fairer Flow'r by gloomy Dis 

Was gather'd, which cost Ceres all that pain 

To seek her through the world ; nor that sweet Grove 

Of Daphne by Orontes, and th' inspir'd 

Castalian Spring might with this Paradise 

Of Eden strive ; nor that Nyseian Isle 

Girt with the River Triton, where old Cham, 

Whom Gentiles Ammon call and Lybian Jove, 

Hid  Amalthea and her Florid Son, 

Young Bacchus, from his Stepdame Rhea's  eye  ; 

Nor where Abassin Kings thir issue Guard, 

Mount Amara, though this by some suppos'd 

True Paradise under the Ethiop Line 

                                                          9 By Nilus head, enclos'd with shining  Rock.

最 も美 しい女神Venusに 続 けられ た一行 で,そ のた ぐい稀れ なる美 し

さだけでな く,3人 で美 を競 ったことか ら,後 に来 るEveの 虚 栄心 と 高

慢心 を,そ の時 の金 の りんごか ら,Eveが もぎ とる実 を,そ してその争い

の結果起 った禍い 多い トロ イ戦争か ら,そ れに もまさる人類の悲劇の迫 る

こ とを思 い起 させ る。

叉,歴 史上名高 い賢 明な王Solomo且 さ え,美 しい女には弱 く迷 った と
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述 べるsimileはBookIの もの と重 って,Eveへ の愛故 に背い たAdam

を暗 示 する。

Spot more delicious than those Gardens feign'd 

Or of reviv'd Adonis, or renown'd 

 Alcioiis, host of old Laertes' Son 

Or that, not Mystic, where the Sapient King 

Held dalliance with his fair Egyptian Spouse. 
                                                      io 

Much hee the Place admir'd, the Person more. 

... that uxorious King, whose heart though large, 

Beguil'd by fair Idolatresses, fell 
 11 

To Idols foul.

墮落後,Eveと た わむれて眠 りから覚めたAdamは 美 しいDalilahと

の眠 りか ら目覚 めて,怪 力 の もとで ある頭髪 を刈 りとられたの を 知 っ た

Samsonに 喩 えられ る。SamsonもDalilahの 美 に溺 れて裏切 られ神 に

背いた。 しか し,こ の2つ におい ても,SolomonもSamsonも 共 に最後

に は悔い改め て神 に戻 る とい うこ とが暗 示 され,Adamの 向 う方向 を示 し

てい る。

Satanの 大 き さを様 々に喩 え る代 表的なsimileに おい て も,単 にその

大 きさとい う点だけでな く,TitanianもBriareosもTyphonも 神 に反

抗 して罰せ られ永劫 の罰を うけた ものであ り,LeviathanもIsaiahに あ

る如 く,神 に罰 せられるべき ものである。

同 じ くSatanの 変 じた蛇 の愛 ら しさ美 しさを 伝説上の人 々や神 々の変

じた蛇に喩 える時 も,2人 の女性 を魅 了 して,夫 々Alexander大 王 と

Scipioを 産 ませたJupiterの 話 にふれ る。 それ は続い て起 るEveの 誘

惑にお けるSatanの 勝 利 を暗示 している。
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                  ... pleasing was his shape, 

And lovely, never since of Serpent kind 

Lovelier, not those that in  Illyria chang'd 

Hermione and  Cadmus, or the God 

In  Epidaurus; nor to which transform'd 

 Ammonian  Jove, or Capitoline was seen, 

Hee with Olympias, this with her who bore 
                                 12 

Scipio the highth of Rome.

ギ リシアあるい はーー マの神Vulcanの 手 に よって,ギ リシアの神殿の

如 く建造 されたPandemoniumをBabylonあ るい はMemphisに 喩 え

てい る。 そして,た ゴそれ が豪荘華麗 であることをい うため だけでな く,

Babylonに よって暗示 される退廃 と墮落 と罪 と汚 れを示 し,そ の虚栄 とそ

の偶像崇 拝 とその王達の愚行 と墮落 とは,Satanの 属 性 を暗示 してい る。

yの 種 のsimileはParadiseLostに 頻 出す る
。古 えの神話伝説上 の人

一一..来 事 に類 例 をみて列挙 した り,そ れについて述べた りする
。 そ して

短 く低徊 する。 その先例 はIliadに1つ とAeneidに2つ ある。Iliadの

1まとて も短 く,低 徊す るsimileと い えないほ どであ るが,故 事にふ れ た珍

らしい もので ある。

a dancing floor, like that which once in the wide spaces of Knosos 
                                                           13 

Daidalos built for Ariadne of the lovely tresses.

Aeneidで は,第 一にDidoをDianaに 喩 えた もの があるが,姿 と美 し

さ とい う描写的 な ものである。

As, by the banks of Eurotas or over the Cynthian slopes
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Diana foots the dance, and a thousand Oreads following 

Weave a constellation around that arrowy one, 

Who in grace of movement excels all goddesses, 
                                                                     14 

And happiness runs through the still heart of Latona—

第 二 は,Didoの 悪 夢 をPentheusの とOrestesの と に 喩 え て い る。

Just so does the raving Pentheus see covens of Furies and has the 

Delusion of seeing two suns in the sky and a double Thebes : 

Just so on the stage does Orestes, the son of Agamemnon, 

Move wildly about while his mother pursues him with torches 

                                      and black snakes, 
                                                                     15 

And at the door the avenging Furies cut off his  retreat.

これはMiltonの に 最 も近いが,短 く,低 徊 も少 く,内 在 的で もな く,予

言的要素 とい う点 におい て も欠 ける。PentheusとOrestesと は 異 った

運 命 を辿 ってい るし,Didoの も叉遣 う。 た 望,悪 夢に うなされ る とい う点

におい てのみ一致す るので ある。Miltonな らこのsimileか ら大 きくヒ

ン トを得 て,あ れだけの ものを創造 し得 たであろ うが,ParadiseLostへ

の 影響少 からぬ ギ リシア悲 劇 も見逃 すこ とはで きない。

Sophoclesの ・9ntigoneに お い て,神 聖 な地 テーベの高貴な家柄に生れ

て,罪 咎 な く敬 虔であ ったのに,不 当な扱 い を うけて牢獄 にひかれ てゆ く

Antigoneを み て歌 うChorusは,古 えの伝説の中に同様 の運命 を辿 った

人 々の上 をさすら う。

 Danae suffered too. 

She went from the light to the brass-built room, 

chamber and tomb together. Like you, poor child,
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she was of great descent, and more, she held and kept 

the seed of the golden rain which was Zeus. 

Fate  has terrible power. 

Remember the angry king, 

son of Dryas, who raged at the god and paid, 

pent in a rock-walled prison. His bursting wrath 

slowly went down. As the terror of madness went, 

he learned of his frenzied attack on the god. 

Fool, he had tried to stop 

the dancing women possessed of god, 

the fire of Dionysus, the songs and flutes. 

Where the dark rocks divide 

sea from sea in Thrace 

is Salmydessus whose savage god 

beheld the terrible blinding wounds 

dealt to Phineus' sons by their father's wife. 

Dark the eyes that looked to avenge their mother. 

Sharp with her shuttle she struck, and blooded her  hands. 

Wasting they wept their fate, 

settled when they were born 

to Cleopatra, unhappy queen. 

She was a princess too, of an ancient house, 

reared in the cave of the wild north wind, her father. 
                                                           16 

Half a goddess but, child, she sufferd like you.

いずれもみな高貴の生れであり乍ら,血 縁の者の手で牢獄につながれ,
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苦 しんだ ものばか りである。 そ してその3人 の死 は,Antigoneの 死 を予

告 している。

この型のChorusは も う1つSophoclesに あ る。非 道な扱いを うけ て,

孤 島に10年 間 苦 しんだPhiloctetesを み て,Chorusは,一 度 だけ昔 の話に

きい たことがあ ると歌 う。

In story I have heard, but my eyes have not seen 

him that once would have drawn near to Zeus's bed . 

I have heard how he caught him, bound him on a running wheel, 
                                        17 

Zeus, son of Kronos, invincible .

視覚的には異 るが,表 現で きない程の苦痛 と苦悩 とい う点 で,Ixionと

Philoctetesと は一致 す るのであ る。

又,EuripidesのMedeaで,Medeaが 不 義 の夫へ の腹 いせ から,そ の

間にで きた息 子2人 を 自らの手で殺 害 した ことを知 ったChorusは,伝 説

上 の女性Inoに 思 いをはせる。彼女 も叉,2人 の男の子 を狂 って殺す。 し

か し,こ こには,我 子2人 の殺害 とい う同様 の事 柄だ けでな く,対 照 があ

る。 男まさ りの,魔 女 の如 き恐 ろ しいMedeaの 嫉 妬 と怒 りに比べ,Inoは

弱 く,あ われで,す でに正妻 のあるAthamasに 愛 された故 に,正 妻 の嫉 妬

とHeraの 怒 りとをかい,狂 気に され て自らの意志に よらず,我 子を殺 し,

追 われて地上 をさまよった後,自 ら も海 に身 を投 じて死 んで しま う。夫 の

不義 の相手 を焼 き殺 して,2頭 のdragonに ひ かせたChariotに 子 供 の

死骸 を くく りつ けて天 がけてゆく猛 々しいMedeaと は,全 く対照的で あ

る。

There was but one in time past, 

One woman that I have heard of,
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Raised hand against her own children. 

It was  Ino, sent out of her mind by a god, 

When Hera, the wife of Zeus, 

Drove her from her home to wander over the world. 

In her misery she plunged into the sea 

Being defiled by the murder of her  children  ; 

From the steep cliff's edge she stretched out her foot, 

And so ended, 
                                           18 

Joined in death with her two sons.

この対 照 もMiltonのs五mileに 折 々現 われ る。Hellか ら脱 け出て,

Chaosを 通 りぬけ,や っ と暁 の微光 のさす地域 にた どりついたSatanは,

輝 く天の門 か ら下ろ されてい るは しごを遙 かに見つけ る。 そのは しごは,

夢 の中で天 使達 が上 り下 りしていた とい う あのJacobの は しごに喩 えら

れ る。 しか しSatanは 神 の敵対者 であ り,Jacobは 神 に選 ばれた者 であ

る。大 きいgapとcontrastが 意 図されている とRicksは 言 っている。

The Stairs were such as whereon Jacob saw 

Angels ascending and descending, bands 

Of Guardians bright, when he from Esau fled 

To Padan-Aram in the field of Luz, 

Dreaming by night under the open Sky, 
                                                         19 

And waking cri'd, This is the Gate of  Heav'n.

次 に継 子HipPolytusへ の不倫 の恋 に悩むPhaedraを 眼 前にみて,Hip-

polytusのChorusは 愛 の神の仕業の怖ろ しさを,人 間に なさ れ た 数 々

の災 い と破減 とを過去の伝説の中に思い起 す。
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The Oechalian maiden who had never known 

the bed of love, known neither man nor marriage, 

the Goddess Cypris gave to Heracles. 

She took her from the home of Eurytus, 

maiden unhappy in her marriage song, 

wild as a Naiad or a Bacchanal, 

with blood and fire, a murderous  hymenaeal 

 0 holy walls of Thebes and Dirce's fountain 

bear witness you, to Love's grim  journeying  : 

once you saw Love bring Semele to bed, 

lull her to sleep, clasped in the arms of Death, 
                                                        20 

pregnant with Dionysus by the thunder king.

こ こで.歌われ てい る2人 の女性IoleとSemeleは どち らも,自 らの恋

とい うより恋 されたのであ り,相 手のHeraklesとZeusの 正 妻の嫉妬 と

復 讐から恐 ろしい 目に会 う。Heraklesは 婚 礼の 日に花嫁Ioleの 目前 で,

燃 える呪い の衣に身体 をやかれて死に,Semeleも 雷 に打 たれて死 ぬ。こ う

してこのChorusは,平 隠無事 ならぬPhaedraの 恋 の行末 を予 告 してい

るのであ る。

以上 のーよ うに,古 く遠 い伝 説,神 話の世界に思い をはせて,類 例 をみっ

けるこ とに より,現 実の悲劇か ら逃避 して憩 うの はギ リシ ァ悲劇のChorus

が しば しば するこ とであ る。それ は最初のAeschylusに は全 くみられず,

Sophoclesに2,3あ り,Euripidesに 多 いの で あ る。Euripidesの

Chorusは,そ の悲 劇 と同 じく,伝 統的古典的 ギ リシ ァ悲劇か らそれ てい っ

た独特 の ものであ る。

Their (the Chorus's) attitude is less sympathetic ; and instead
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of expressions of emotion or pensive meditations, they occupy 

the pauses of the play with long and  ornate  descriptions of some 
                       21 

legendary  event,...

彼のChorusの 効 果は`relief'に あ る と い うMurrayは,前 述 の,

Medeaが 子 供を殺 した直後 のChorusを 引 用 して,次 の よ うに言 っている。

 ... and in a moment we are away in a beautiful remote song 

about far-off children who have been slain in legend. That 

death-cry is no longer a shriek heard in the next room. It is 

the echo of many cries of children from the beginning of the 

world, children who are now at peace and whose ancient pain 

has become part mystery and part music. Memory—that Memory 
                                                                        22 

who was mother of the Muses—has done her work upon it.

Miltonのsimileも 非 常に しば しば,rel三efと し て用い られてい るし,

記 憶の女:神の働き も彼において,ギ リシ ァ悲劇詩人達 におい てよ りも一層

絶妙で あ る。Miltonは そ のギ リシ ァ悲 劇的作 品SamsonAgonistesに お

い て,Aristotelesの 称 讃 したSophocles的Chorusを 用 い てい るが,

彼 の最 も愛 好 した悲劇詩 人は,Euripidesで あ った といわれ てい る。

'
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